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3 評価 （別表様式４に基づく総合評価）

指定管理者 市
　指定管理1年目として運営業務、施設維持管理業務、
貸館業務及び利用者対応、また施設維持管理業務に
ついても良く出来たと考えます。今後は安心・安全な施
設としていくため、老朽化した施設・設備の更新や新し
い設備の導入等も担当課と協議して進めていきたい。

　指定管理1年目であるが、利用調整、利用者対
応、点検及び維持補修等、施設の運営管理につい
ては円滑かつ適正に行われていた。
　今後も、サービス向上のため、利用者のニーズを
探り、施設整備箇所や必要備品を当課と協議しな
がら、適切に管理を行ってもらいたい。

0 0 4,426,592 4,426,592

最新年度（C）と前年度（B）
に収支の増減があったもの
について記載

指定管理初年度のため前年実績がございません。
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収支差引額（a）-（b）

1,658,832 1,658,832
計（b） 0 0 39,853,004 39,853,004
その他

14,911,883 14,911,883
管理運営費 23,282,289 23,282,289

人件費

3,144,271 3,144,271
計（a） 0 0 44,279,596 44,279,596
その他

36,000,000 36,000,000
利用料金 5,135,325 5,135,325
指定管理料

（Ｃ） （単位：円）

平成28年度 平成29年度 平成30年度 比較（C-B）

施設所管課名 スポーツ課

収支状況
（Ａ） （Ｂ）

業務内容

施設の利用に関する業務
施設の維持管理に関する業務
施設の管理運営に関する業務
自主事業の実施
管理業務等の報告

施設概要
伊勢市小俣総合体育館：アリーナ（観客席408席）、柔剣道場、トレーニングルーム
伊勢市大仏山公園スポーツセンター：多目的グラウンド、キャンプ場、マウンテンバ
イクコース

職員体制 9名

指定管理者名 株式会社スコルチャ三重 指定期間 平成30年4月1日から令和5年3月31日

設置目的 スポーツを通じて、市民の心身の健全な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与するため

（様式３）

平成30年度　指定管理業務の評価表

施設概要

施設名
伊勢市小俣総合体育館

伊勢市大仏山公園スポーツセンター
所在地

伊勢市小俣町新村401-1
伊勢市小俣町新村605



評価の基準 判定 評価理由 判定 評価理由

①施設の目的や基本方針の

理解

　施設の設置目的に基づいた管理運営上の基本

方針を理解していたか。 A
施設の設置目的や基本方針をしっかり理解し管理運営を行っ

た。 A
施設の目的や基本方針については事業計画書にも記載があ

り、日々の業務にも理解の程が見受けられた。

②施設設置目的の達成度
　施設の管理運営を通して、施設の設置目的は

達成されたか。 A
管理運営を通して、「スポーツを通じて、市民の心身の健全

な発達と明るく豊かな市民生活の形成に寄与するため」とい

う設置目的に資することができた。
A 指定管理初年度でありながら、利用者との円滑な調整、予約調整、

安全な施設運営を行っており、設置目的は達成されている。

③利用者数 　利用者数は当初の目標を達成したか。 A
年間目標110,000人に対し、実績158,335人であり、目標を上

回った A 目標数の1.5倍に達する利用者があった。

④運営状況
　施設の供用日数・供用時間は守られたか。ま

た、適正な施設の運営が行われたか。 A 業務計画書の通り、適正に施設運営を行った。 A 事業計画書に計画された運営が行われた。

⑤職員の配置状況・勤務実

績

　職員の配置状況・勤務実績は適正であった

か。また、業務執行体制（作業責任者・業務担

当者）は明確になっていたか。
A

作業責任者・業務担当者を設定し、適正な配置・勤務が取れ

た。 A 事業計画書に館長・各業務担当者等、勤務体系の記載があり、そ
れに従い、滞りなく業務が行われていた。

⑥意思疎通

　管理運営業務全般について、市と指定管理者

の責任者の間で十分な連絡調整がなされていた

か。
A

市担当者と指定管理責任者との間でしっかり連絡調整を行

い、思い違いの無いよう心掛け、管理運営業務を行った。 A 事業計画書に規定した毎月の報告があり、突発的な事項について
も適切に報告・協議がなされた。

⑦各種管理記録等の整備・

保管

　各種業務計画書、点検記録、整備・修繕・事

故・故障等の履歴等の各種管理記録等が整備・

保管されていたか。
A 各種管理記録等は適正に整備・保管を行っている。 A 各種の記録については、適正に整備・保管がなされている。

⑧地域の振興
　地域や地域住民との交流・連携に関する取り

組みを実施し、地域の振興が図れていたか。 A
自主事業の中で年4回、健康増進に繋がる事業を実施し、地域

や地域住民との交流を図ることが出来た。 A 自主事業等を通じ、地域や地域住民との交流が図られていた。

⑨使用許可等 　使用許可等申請が適正に行なわれていたか。 A
使用許可等申請の取扱いは個人情報保護の観点からも適正に

行った。 A 使用許可書等申請の取扱は適正に行われていた。

⑩利用料金等の徴取状況
　徴収、減免、還付等は帳簿等が作成され、適

正に行なわれていたか。 A
利用料金の徴収、減免、キャンセル分返金等は帳簿等を作成

し、適正に行った。 A 利用料については、帳簿等が適正に作成され、整理も行われてい
た。

⑪個人情報
　個人情報の取扱いがきちんとなされていた

か。 A
利用者の目に触れないよう配慮し、ファイリングを行い棚の

中に入れ情報漏洩が無いよう努めた。 A 社内研修が実施され、適切に処理されており、個人情報の漏洩等も
発生していない。

⑫法令遵守 　関係法令を遵守していたか。 A 伊勢市各条例など関係法令を理解し、遵守した。 A 法定点検及び委託等が適切に行われ、関係法令を遵守し、法令違
反は見受けられなかった。
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（様式４）

指定管理業務の項目別評価表

評価項目
評価

指定管理者 市



評価の基準 判定 評価理由 判定 評価理由業務運営項目

（様式４）

指定管理業務の項目別評価表

評価項目
評価

指定管理者 市

①施設利用状況及び利用者

数増加への取り組み

　利用者数の増加や利便性を高めるための具体

的な取り組みが行なわれていたか。 A
弊社運営管理の市内他施設との情報交換により、定期利用団

体が増えました。 A 取り組みの効果もあり、利用者の増加につながった。

②利用者の平等な利用

個々のサービスについて、対応職員によって

格差が生じないよう、施設のサービス水準を確

保するための取り組みを行なったか。
A

個々のサービスについて、対応職員によって格差が生じない

よう変更があった場合は、口頭での引継ぎや社内メールを使

いスタッフ全員に漏れが無いよう取り組んだ。
A サービス水準については、期待される水準にあった。

③適切な情報提供
　全ての利用者が情報を得ることができるよう

適切な利用情報の提供を行なったか。 A
受付に利用料金や情報を明示し、特に必要な場合は印刷物を

配布するなど不平等にならないよう努めた。 A 受付での掲示、窓口での案内、印刷物配布、市ホームページでの
周知等、適切な情報提供が行われていた。

④非常時・緊急時の対応
緊急時のマニュアルが整備され、従業員訓練の

実施や事故発生時・緊急時の対応は適切か。 A 緊急時マニュアルを整備し、年2回防災訓練を実施している。 A 緊急時マニュアルの整備及び防災訓練が適切に行われていた。

⑤苦情解決体制及び対応

利用者からの意見・苦情等を受けて迅速かつ

適切に処理できる体制が整っていたか。また、

事故、苦情に対する対応は適切であったか。
A

利用者からの意見・苦情等に対し迅速かつ適切に対応し、大

きなトラブルは無かった。 A 適切に対応しており、大きなトラブルはなかった。

⑥自主事業
　利用者ニーズに即した自主事業が行なわれて

いたか。 A スポーツ振興や地域の健康増進に寄与するイベントを行った。 B
スポーツ振興や地域の健康増進に寄与するイベントが適切に行わ
れた。今後は、アンケート等により、更に利用者ニーズに即した自主
事業を実施し、参加人数についても増加することを期待したい。

⑦事業の評価
　事業実施後に確認・見直しが行なわれ、次年

度へつなげる取り組みがなされていたか。 A
アンケートを実施し、参加者のニーズを把握し、次年度の計

画に繋げている。 A
指定管理者側での確認、見直しが行われている。また、今回

の評価を利用して、伊勢市とも協議が行われ、改善を行って

いる。

①建物・設備の保守点検

建物・設備・植栽等が適切に管理され、安全

性の確保、良好な機能及び美観の保持がされて

いたか。
A 建物・設備・植栽等は適切に管理している。 A

法定点検及び委託のほか、日常並びに定期的な点検、確認が行わ
れ、不具合箇所について、当市と協議しながら適切に処理されてい
た。

②備品等の管理
　備品の管理・点検・保守は適切に行なわれて

いたか。 A
備品は日頃より管理を行い、異常があった場合は速やかに担

当課に報告し、対応を行った。 A 破損や紛失がなく、不具合箇所について、当市と協議しながら適切
に管理されていた。

③修繕業務

　点検のよって異常が認められた場合は、速や

かに修繕・交換・整備・調整等の適切な処置を

講じ、その内容を記録されていたか。
A

施設・設備の定期点検を実施し、異常があった場合は速やか

に担当課に報告し、対応を行った。また老朽化が進んでいる

ため担当課と協議し適宜、修繕を行っている。
A 当市と協議しながら適切に管理されていた。

④清掃業務 　清掃は適切に行なわれていたか。 A
外部委託の特別清掃（年4回）とスタッフによる日常清掃を適

切に行った。 B 利用者から清掃の不備について連絡があったが、指定管理者に報
告したところ迅速に対応され、以降は適切に実施されている。

⑤防犯体制
　鍵の管理及び防犯に対する対策、対応は適切

だったか。 A
鍵は定められた箇所に保管し、戸締りも徹底する事でしっか

りと防犯を行った。利用者や業者に対しては鍵貸出簿も作成

しており、しっかり管理を行っている。
A

鍵の管理は適正に行われていた。戸締り等、防犯に関するト

ラブルも発生しなかった。
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